




































































































































































































⑵　（通用銀公定レート）       1両＝銀60匁，1分銀＝銀15匁　　
⑶　（為替レート 1 ）　（メキシコ銀）1ドル＝　「一分銀」3.14（または，3.141）


























































で評価すると，大坂では，「1ドル＝2.764 ～ 3.083両（1両＝0.324 ～ 0.362ドル）」であり，江戸で


























　横浜での外国銀行の支店開設は，1863年のセントラル銀行（Central Bank of Western India）
やチャータード・マーカンタイル銀行（Chartered Mercantile Bank of India）に始まるが，そ
の後の支店の新規開設や撤退があり，1868年の段階では，マーカンタイル銀行，オリエンタル




















































　　（金）2300両 ＝ 銀206,770匁 ＝ 4390.02メキシコ・ドル
となり，ケース⑵の場合は，







　　（金）2300両 ＝ 銀138,000匁 ＝ 2929.94メキシコ・ドル
となる。ケース⑴とケース⑵とでは，1400ドル以上の差異が出ることになる。なお，前節で導出





































































































































コ銀貨」の量目は，413.7 ～ 416グレイン，品位（千分比）892 ～ 896（純銀量は369 ～ 372.7グレ
イン）と幅があったが，公式には，メキシコ・ドル銀貨の量目が417 15/17 グレイン，品位1000










































































































































































































”an Act of Congress approved 27 June 1868”とあるが（p.238），1870-71年のAnnual Register 

























ているが，杉井（1984），p.103に所収された日記原文でも， “Minister of foreign affairs”である。当
時の小松の正式の役職名は，議政官参与，（兼）外国官副知事である。また，『フルベッキ書簡集』では，
副島を「参議」としているが，正式には，小松と同様，議政官参与である（杉井（1984）の日記原文
































































         「小鹿海学校入之事
           御願書可差出旨，柳原殿御内沙汰」
の記載のように，政府の内諾が出るが，海軍兵学校からの正式の入学許可は，1年半後の1871年













































































































































































































































































































































［7月6日］ 「 ❖ 大久保殿より，岩倉様江今日参館，心裡可申上旨来る，
　　　　　　　　　　即刻参堂，駿藩所置之事申上ル」
［7月18日］ 「 ❖ 外務大丞被　仰付」
である。海舟は，初めて明治政府の高官に任命されたが，辞任を願い出て8月13日に承認されて
いる47）。すなわち
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